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報道関係者各位


********************************************************************
日経ビジネスの経営新潮流で、「セーフティマネジメント」は人を動かす最大の力と

絶賛され、日本のセーフティマネジメントについては、組織行動セーフティマネジメント協会

の代表理事である弊社代表・石田淳の組織行動セーフティマネジメントの解説が

掲載されました。解説の中で石田淳は、日本でも、誰でも知っている大手企業や医療機関などが組織セーフティマネジメントを取り入れつつあると述べました。

*******************************************************************************************
日本で組織行動セーフティマネジメントの研修に取り組んでいる石田淳は解説中で、組織行動セーフティマネジメントはやってはいけないことを注意したり、叱ったり、罪を科したりといったこれまでの安全活動とは違う。あくまで安全行動を

取っている人を褒めて認めることによって、安全文化を作り上げていく活動だ。安全活動を習慣化する取組みであり、疲れていたり、暑くてもうろうとしていたりする状況にあっても、無意識に安全行動が取れるように訓練する。「安全行動を取ろう」「危険な行動はやめよう」といった単なるスローガンを並べても事故を防止できない。最悪の事態を想定して安全対策を立て、安全行動を取るように訓練していくことが必要だ。人間の意識を変えるのは難しい。だから行動を変えることで組織の

安全性を高めるべきだと述べています。

「組織行動セーフティマネジメント」について

日経ビジネスの経営新潮流では、これまでの日本の労働事故の

実状を分析し、キャノン電子の生産ラインで行われているセーフティ

マネジメントは、行動科学の観点で理にかなっていると述べられています。

行動科学については、米ＡＤＩ（Aubrey Daniels International）創始者で

会長のオーブリー・ダニエルズ氏を米国で行動科学に基づいた

セーフティマネージメントの第一人者と紹介しました。

オーブリー・ダニエルズ氏は我々が取り組んでいる

組織行動セーフティマネジメントでは、社員行動を観察し、

安全な行動を評価する。人を関与させてお互いにルールを

守り合うことを勧めていると述べています。

米ＡＤＩは油田開発会社が組織行動セーフティマネジメントを導入したことにより、

最初の１年間で事故件数を９０％以上減らすことが

できた事例を紹介しています。
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経済週刊誌注目！！


弊社が取り組んでいる「セーフティマネジメント」が


　　日経ビジネスに掲載されました。
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